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少
子
化
が
進
む
も
と
で
「
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
両
立
支
援
」
が
必
要
と
な

り
、
03
年
か
ら
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府

で
も
府
民
に
対
す
る
「
行
動
計
画
」
と
職

員
に
対
す
る
「
行
動
計
画
」
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
、
職
員
向
け
の
「
大
阪
府
特

定
事
業
主
行
動
計
画
」
で
は
「
み
ん
な
で

サ
ポ
ー
ト
！
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
改
悪
提
案
は
こ
れ
を
知
事

自
ら
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
先

日
の
府
議
会
で
知
事
が
行
っ
た
（「
特
定

事
業
主
行
動
計
画
」
は
）「
建
前
だ
け
の

計
画
」
と
す
る
答
弁
は
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

妊
娠
障
害
休
暇
や
産
前
産
後
特
別
休
暇

な
ど
、
母
性
保
護
に
か
か
る
休
暇
は
、
流

産
や
異
常
妊
娠
・
出
産
が
続
く
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
が

困
難
な
時
代
に
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産

で
き
る
労
働
環
境
を
願
う
職
員
・
教
職
員

の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
苦
労
と
た
た
か
い

を
経
て
、
当
局
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
、

妊
娠
障
害
休
暇
は
１
９
５
６
年
（
２
週
間

別
枠
設
置
が
１
９
７
４
年
）
に
、
産
後
特

別
休
暇
は
１
９
７
１
年
に
制
度
化
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
提
案
は
、
40
年
も
時
代
を

逆
戻
り
さ
せ
る
も
の
で
す
。

労
使
双
方
の
努
力
の
積
み
重
ね
で
、

働
き
続
け
る
条
件
を
確
立
し
て
き
た

かろうじて働き続けている公務職場を改悪して
「子育て環境」を拡充できるのか　　　

　

労
働
に
よ
る
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
は
、

脳
下
垂
体
・
卵
巣
機
能
の
不
調
を
ひ
き

お
こ
し
、
月
経
異
常
に
つ
な
が
り
ま

す
。
40
年
前
と
比
べ
職
場
環
境
は
む
し

ろ
悪
化
し
、
子
宮
内
膜
症
の
増
加
な
ど

に
よ
る
月
経
困
難
症
や
不
妊
、
初
期
流

産
数
の
上
昇
な
ど
を
ひ
き
お
こ
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
遠
距
離
通

勤
や
長
時
間
緊
張
を
強
い
る
労
働
環
境

の
中
で
、
月
経
時
に
は
誰
も
が
様
々
な

不
快
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

は
「
ぐ
っ
た
り
疲
れ
」
を
感
じ
、
作
業

能
率
は
低
下
し
、
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と

が
重
要
で
す
。
つ
わ
り
は
妊
娠
初
期
か

ら
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
ち
ょ

っ
と
し
た
刺
激
で
も
流
産
す
る
な
ど
不

安
定
で
あ
り
、「
妊
娠
障
害
休
暇
（
つ

わ
り
休
暇
」
で
予
防
が
必
要
で
す
。
厳

し
い
職
場
環
境
の
中
で
は
「
特
休
」
で

な
け
れ
ば
、
体
優
先
で
休
む
こ
と
は
困

難
な
の
で
す
。
つ
わ
り
は
出
産
ま
で
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
娠
後
期

に
は
妊
娠
高
血
圧
症
や
早
産
な
ど
異
常

が
出
や
す
い
時
期
で
す
。
無
理
を
し
な

い
こ
と
、
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
軽
い
う

ち
に
休
み
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
１
日
ず
つ
取
得
で
き

る
「
特
休
」
で
の
「
妊
娠
障
害
休
暇
」

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
産
後
休
暇
は
８
週
間
で
す

が
、
子
宮
の
状
態
が
元
に
戻
る
の
に
６

～
８
週
間
、
産
後
の
疲
労
感
は
10
週
目

で
40
％
、
11
週
目
で
20
％
が
残
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
産
後
休
暇
は
Ｅ
Ｕ
な

ど
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
短
く
、「
産

後
特
別
休
暇
」
の
１
週
間
は
不
可
欠
と

い
え
ま
す
。

　

野
田
道
子（
府
職
労
母
性
保
護
講
師
団
）

ふ
だ
ん
の
母
性
保
護
こ
そ 　

元
気
な
妊
娠
、出
産
に
不
可
欠

異
常
出
産
が
ま
だ
ま
だ
多
い
実
態

　

２
０
０
６
年
の
権
利
行
使
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
（
知
事
部
局
）
結
果
で
は
、
妊
娠
中

の
健
康
状
態
が
正
常
と
答
え
た
人
は
32
％

し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ひ
ど
い
悪
阻

（
つ
わ
り
）
29
％
、
切
迫
流
産
17
・
５

％
、
流
産
７
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
員
削
減
や
ス
ト
レ
ス
の
増
大
で
妊
娠

中
の
健
康
状
態
は
、
調
査
を
開
始
し
た
１

９
９
０
年
以
降
、
年
々
悪
く
な
っ
て
お

り
、
母
性
保
護
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
府
障
教
の
調
査
で
は
、
08
年
４

月
～
09
年
12
月
に
か
け
て
、
妊
娠
し
た
31

人
中
、
妊
娠
中
の
異
常（
切
迫
流
産
等
）が

10
人
、流
産
が
５
人
と
な
っ
て
お
り
、６
割

近
い
教
員
が
異
常
出
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

母
性
保
護
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
条
件

整
備
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

母
性
保
護
は
病
気
で
は
な
い

�

～
母
性
を
差
別
の
根
拠
に
し
て
は
な
ら
な
い
～

　

妊
娠
・
出
産
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
生
理
が
き
ち
ん
と

あ
る
の
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
で
す
（
母
性
保
護
講
師
団
の

見
解
参
照
）。
ま
た
、
女
性
差

別
撤
廃
条
約
で
は
、「
母
性
保

護
を
差
別
の
根
拠
と
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
明
記
し
て
い
ま

す
。
生
理
休
暇
、
妊
娠
障
害
休

暇
、
流
産
、
特
別
産
前
産
後
休

暇
を
廃
止
し
、
病
気
休
暇
と
し

て
対
応
さ
せ
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

科
す
こ
と
は
重
大
な
問
題
で

す
。男

女
賃
金
差
別
を
拡
大
す
る

改
悪
提
案

　

橋
下
知
事
は
昨
年
、
病
気
休
暇
制
度
の

改
悪
を
強
行
し
、
病
休
を
１
日
取
得
す
る

に
も
診
断
書
等
の
提
出
を
義
務
付
け
る
と

と
も
に
、
取
得
日
数
の
通
算
制
を
導
入

し
、
昇
給
号
数
カ
ッ
ト
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

強
化
し
ま
し
た
。
こ
の
も
と
で
妊
娠
障
害

休
暇
や
特
別
産
前
産
後
休
暇
を
病
休
対
応

と
す
る
こ
と
は
、
取
得
そ
の
も
の
が
困
難

に
な
る
ば
か
り
か
、
賃
金
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
保
育
特
休
も
同
様
で
部
分
休
業

（
１
日
２
時
間
、
就
学
前
ま
で
）
を
取
得

す
れ
ば
賃
金
削
減
さ
れ
、
育
児
が
事
実
上

女
性
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、

結
果
と
し
て
男
女
賃
金
格
差
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
悪
案
は
、
09
年
７
月
に
出
さ

れ
た
「
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
日
本

報
告
に
対
す
る
最
終
見
解
」
で
早
急
な
是

正
を
求
め
ら
れ
た
男
女
賃
金
差
別
を
逆
に

拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
と
し
て

あ
る
ま
じ
き
対
応
で
す
。

自
ら
定
め
た「
次
世
代
育
成
行
動
計
画
」

を
ふ
み
に
じ
る
提
案

終
業
時
の
時
短
な
し
の「
保
育
特
休
」

廃
止
は
絶
対
許
せ
な
い

　

１
９
９
０
年
11
月
に
勤
務
時
間
が
始
業

時
15
分
延
長
さ
れ
、
１
９
９
２
年
８
月
に

完
全
週
休
二
日
制
と
セ
ッ
ト
で
終
業
時
の

15
分
延
長
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
勤

務
時
間
延
長
に
対
し
、
職
場
か
ら
涙
な
が

ら
の
団
体
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け
、
１
９

９
４
年
１
月
か
ら
小
学
校
就
学
時
ま
で
の

保
育
特
休
が
実
現
し
た
の
で
す
。

　

国
に
な
い
制
度
だ
か
ら
廃
止
と
い
う
提

案
で
す
が
、
府
職
員
・
教
職
員
の
通
勤
時

間
は
１
時
間
30
分
が
基
準
と
な
っ
て
お

り
、
国
や
他
府
県
に
比
べ
て
も
長
く
、
拘

束
時
間
は
12
時
間
近
く
に
な
り
ま
す
。
保

育
所
の
お
迎
え
も
多
く
は
「
い
つ
も
最

後
」
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

　

勤
務
時
間
延
長
に
伴
っ
て
作
ら
れ
た
同

制
度
を
、
勤
務
時
間
（
拘
束
時
間
）
の
短

縮
を
実
施
し
て
い
な
い
も
と
で
廃
止
す
る

こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

職
場
か
ら
は
、「
保
育
所
に
間
に
合
わ

な
い
」「
時
間
年
休
で
は
足
り
な
く
な

る
、
辞
め
よ
と
い
う
こ
と
か
」「
二
重
保

育
せ
よ
と
い
う
こ
と
か
」
な
ど
、
廃
止
撤

回
を
求
め
る
悲
痛
な
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

当
局
は
部
分
休
業
で
の
代
替
を
主
張
し

て
い
ま
す
が
、
賃
金
は
減
ら
さ
れ
、
母
性

国連「女子に対するあらゆる形態の
差別の撤廃に関する条約」〈抜粋〉　

前文�「母性の社会的重要性並びに家庭及び子
の養育における両親の役割に留意し、ま
た、出産における女子の役割が差別の根
拠となるべきではなく、子の養育には男
女及び社会全体が共に責任を負うことが
必要である」

第４条�「母性を保護することを目的とする特
別措置（この条約に規定する措置を含
む。）をとることは、差別と解してはな
らない」

特別休暇の見直しについて《府当局提案》� 09年12月21日
分類 府制度（現行） 見直し案 国制度（現行）

母
性
保
護

生理による勤務困難＜条例⑤＞
【日】１回につき３日以内
� ※法定休暇（労基法68）

廃止（→病休対応）
※�１回につき２日までは昇
給抑制措置に係る“勤務
しない期間”に不算入。

（病休対応）
※�１回につき２日までは昇
給抑制措置に係る“勤務
しない期間”に不算入。

妊娠障害（切迫流産等）
【日】連続14日以内
� （週休日等除く）

廃止（→病休対応） （病休対応）

流産
【日】２週間以内 廃止（→病休対応） （病休対応）

特別産前産後（産前産後期間
を超えて必要な休養）
【期】�産前産後休暇から引続

く期間
【日】�連続７日以内（週休日

等除く）

廃止（→病休対応） （病休対応）

保
育
等（
次
世
代
育
成
）

保育（保育所等への送迎）
【範】小学校未満
【日】�1日に30分以内（勤務

時間の始め又は終り）

廃止 ※制度なし

家族（乳幼児の予防接種、学校
行事参加）
【範】�乳幼児の健康診査､ 親

族の健全育成
　　　�（乳幼児予防接種､就学

時健康診断､学校行事）
【日】年に1日以内

廃止 ※制度なし

慶　

弔

父母等の祭日
【範】父母、配偶者、子、
　　　配偶者の父母
【日】運用上１日以内

廃止 【範】父母（15年以内）

【日】１日以内
結婚
【期】結婚日前１週間から結
　　　婚日後６月以内

【日】�連続７日以内
　　　（週休日等除く）

付与日数の見直し

【日】連続７日（週休日等除く）
　　　→連続５日
　　　　（週休日等含む）

【期】結婚日後１月以内

【日】連続５日以内
　　　（週休日等含む）

そ
の
他

ボランティア
【範】災害、福祉、環境、
　　　国際交流
【日】年に５日以内

廃止 【範】災害、福祉

夏期
【期】７～９月（学校７～８月）

【日】５日以内

付与日数の見直し
【期】現行どおり
　　 （学校７～９月）
【日】５日以内→３日以内 【日】連続３日以内

　　 （週休日等除く）
リフレッシュ（勤続10、20、30年）
【範】勤続10年、20年、30年
【期】基準日から２年以内
【日】連続５日以内
　　　（週休日等除く）

廃止 ※制度なし

＜注＞【範】：取得対象範囲　【期】：取得対象期間　【日】：取得日数又は時間

「
大
阪
府
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
組

は
、
府
内
市
町
村
や
企
業
な
ど
他
の
事
業

所
へ
波
及
し
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
大
阪
府
自
身
が
、
自
ら

率
先
し
て
実
行
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
モ
デ
ル
職
場
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
」と
明
記
し
て
い
ま
す
。今
回
の

提
案
は
、
府
当
局
が
自
ら
策
定
し
た
計
画

と
矛
盾
し
て
お
り
、
国
際
的
な
時
代
の
流

れ
に
も
ま
っ
た
く
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

　

大
阪
の
出
生
率
（
２
０
０
７
年
）
は
１

・
24
、
全
国
平
均
の
１
・
34
を
大
き
く
下

回
り
、
妊
娠
・
出
産
を
契
機
に
仕
事
を
辞

め
る
女
性
も
全
国
平
均
よ
り
多
く
、
働
き

続
け
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
阪
府
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
に
基
づ
き
、「
大
阪
府
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
（
２
０
１
０
年
度
ま
で
の
10
年
計

画
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
大
阪
府
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

に
逆
行
す
る
提
案

保
護
・
子
育
て
支
援
は
後
退
す
る
で
は
子

ど
も
を
産
み
た
く
て
も
産
め
ま
せ
ん
。

　

政
府
が
調
査
し
た
「
少
子
化
と
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
社
会
環
境
の
国
内
分
析

報
告
書
」
で
も
、「
女
性
が
就
労
す
る
こ

と
と
男
女
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
両
立
す
る
」
た
め
に
労
働
時
間
の
短
縮

と
経
済
的
保
障
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
府
議
会
決
算
委
員
会
で
の
知
事

の
答
弁
は
、
出
産
や
育
児
と
仕
事
の
両
立

が
十
分
に
で
き
な
い
劣
悪
な
民
間
実
態
を

「
是
」
と
し
、
そ
の
こ
と
を
基
準
と
し
、

時
代
の
流
れ
に
逆
行
す
る
改
悪
を
正
当
化

す
る
無
責
任
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。
し

か
も
、
今
回
の
改
悪
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
影
響
は
、
府
内
の
市
町
村
や
民
間
企

業
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
も
波
及
す
る
重

大
な
問
題
で
す
。

　

国
や
他
府
県
が
子
育
て
支
援
対
策
を
拡

充
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
母
性
を
守

り
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
施
策
を
率

先
し
て
実
行
し
、
民
間
企
業
に
も
大
き
く

波
及
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
阪

府
の
役
割
で
あ
り
、
知
事
の
仕
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

橋
下
知
事
は
府
議
会
決
算
特
別
委
員

会
で
、
男
性
の
育
児
参
加
な
ど
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
も
と
づ
く
特

定
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
た
際
、
問
題
を
「
公
務
員
優
遇
」
に

す
り
替
え
、
こ
の
間
、
府
が
進
め
て
き

た
計
画
を
否
定
す
る
に
等
し
い
無
責
任

な
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

◎
橋
下
知
事

答
弁
（
抜

粋
）

◆
育
児
休
業

取
得
率
を
あ

げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
無
理
な
も
の
は

無
理
だ
と
思
う
◆
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と

所
得
や
豊
か
さ
を
追
求
し
な
い
で
も
い

い
の
か
、
も
っ
と
豊
か
さ
を
求
め
て
い

く
の
か
、
豊
か
さ
を
求
め
て
休
め
休
め

と
い
う
の
も
難
し
い
◆
役
所
だ
け
が
育

児
休
業
を
ど
ん
ど
ん
取
れ
と
い
う
の
は

公
務
員
優
遇
◆
育
児
休
業
取
得
を
認
め

る
な
ら
ば
、
ど
の
部
分
を
削
る
の
か
◆

（
諸
外
国
と
比
べ
）
国
の
実
情
が
違
う

の
に
、
無
理
や
り
ど
っ
か
の
役
人
が
持

っ
て
き
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

だ
と
言
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
◆
育
児

休
業
を
取
れ
っ
て
民
間
に
言
う
こ
と

は
、
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
リ
サ
ー
チ

不
足
の
典
型
例
◆
府
の
企
業
の
98
％
を

占
め
る
中
小

企
業
が
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を

実
践
で
き
な

い
の
で
あ
れ

ば
、
府
庁
も
ガ
マ
ン
し
て
働
く
と
い
う

の
が
府
民
の
ニ
ー
ズ
◆
（
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
）
ま
ず
は
府
庁
が
旗
振

っ
て
や
る
っ
て
こ
と
は
通
ら
な
い
◆

（
特
定
事
業
主
行
動
計
画
は
）
実
態
の

全
く
つ
い
て
こ
な
い
建
前
の
計
画
◆
行

政
的
に
は
、
計
画
は
建
前
で
あ
っ
た
と

し
て
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い

特
定
事
業
主
計
画
は

「
建
前
の
計
画
」

―

決
算
委
員
会（
12
／
４
）知
事
答
弁―

府議会


